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第
二
節
長
崎
病
院
医
学
場
の
設
立
準
備
　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
と
月
九
目
、
．
府
県
衛
生
課
事
務
条
項
が
制
定
さ
れ
、
同
月
十
二
日
、
医
師
開
業
試
験
に
関
す
る
達
が
府
県
に
発
せ
ら
れ
、
漸
く
医
制
の
整
備
を
み
た
が
、
三
月
二
十
八
日
、
県
令
宮
川
房
之
は
乙
第
七
十
八
号
を
以
て
全
県
下
に
達
状
を
発
し
、
長
崎
病
院
の
由
来
を
説
き
、
教
師
レ
ウ
エ
ン
の
指
導
の
も
と
に
三
四
年
間
修
業
し
、
特
診
証
書
を
得
た
も
の
を
各
区
に
派
遣
し
て
麦
病
院
を
設
立
す
る
か
、
開
業
さ
せ
、
偏
く
区
内
の
治
療
を
管
主
さ
せ
、
且
つ
寒
村
僻
地
に
ま
で
医
療
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
派
出
病
院
の
あ
る
厳
僚
を
除
き
、
医
学
校
に
要
す
る
費
用
を
賦
課
せ
し
む
べ
く
、
各
区
に
達
諭
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
乙
第
七
十
八
号
　
夫
人
ノ
世
二
在
ル
固
有
ノ
権
利
ア
リ
之
二
加
フ
ル
ニ
政
府
ノ
保
護
二
因
　
大
以
小
ヲ
圧
ル
ヲ
得
ス
強
以
弱
ヲ
制
ス
可
カ
ラ
ス
僻
諏
山
家
ノ
民
モ
各
　
其
生
ヲ
安
ス
ル
ヲ
得
然
而
叉
防
ヘ
ヵ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ァ
リ
疾
病
之
ナ
リ
之
　
力
予
備
ト
ナ
ス
良
医
ト
良
薬
ト
ニ
頼
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
之
レ
病
院
ノ
設
　
ア
ル
所
以
ナ
リ
長
崎
病
院
ノ
儀
ハ
従
来
文
部
省
所
轄
ノ
処
昨
八
年
四
月
中
政
府
ノ
命
二
因
リ
之
ヲ
当
県
二
管
有
ス
殊
二
該
院
ハ
萬
延
元
申
年
ノ
創
立
我
国
蘭
医
伝
法
ノ
源
ニ
シ
テ
全
国
医
事
ノ
嗜
矢
ト
モ
謂
フ
ヘ
シ
世
二
成
績
ア
ル
ヲ
以
テ
政
府
特
別
二
出
テ
明
治
八
年
ヨ
リ
同
十
年
マ
テ
官
資
ヲ
給
セ
ラ
ル
実
二
一
県
ノ
幸
福
ト
云
フ
可
キ
ナ
リ
其
明
治
十
一
年
二
至
テ
ハ
是
ヲ
管
内
ノ
共
立
二
附
シ
益
之
レ
ヲ
盛
大
ナ
ラ
シ
メ
上
政
府
ノ
盛
意
二
答
へ
下
管
民
ノ
幸
福
ヲ
起
シ
且
人
民
命
豚
ヲ
委
托
ス
ル
所
ト
成
サ
・
ル
可
カ
ラ
ス
既
二
昨
年
開
院
以
来
教
師
ヲ
外
国
二
招
キ
月
三
百
円
ヲ
給
ス
ル
モ
一
病
院
ノ
カ
ヲ
以
管
下
一
般
二
普
及
ス
ル
能
ハ
ス
因
鼓
事
ヲ
漸
次
二
期
シ
将
来
ノ
基
礎
ヲ
立
ン
カ
為
メ
本
院
在
来
ノ
医
学
校
ヲ
再
興
シ
第
一
人
材
ヲ
教
育
シ
而
メ
医
術
ヲ
拡
充
ス
ル
ノ
道
ヲ
開
カ
ソ
ト
ス
且
夫
本
県
ノ
管
内
タ
ル
東
西
百
里
余
二
一
旦
リ
其
僻
隙
二
至
リ
テ
ハ
従
来
医
術
ノ
普
カ
ラ
サ
ル
ヨ
リ
衛
生
ヲ
度
外
二
置
キ
或
ハ
非
命
ノ
死
ヲ
ナ
シ
又
ハ
廃
人
ト
ナ
ル
モ
ノ
　
カ
ラ
ス
量
慰
亮
ノ
至
ナ
ラ
ス
ヤ
畢
立
見
人
知
ノ
未
知
ノ
未
開
二
因
ル
ト
錐
モ
抑
叉
之
ヲ
保
護
上
ノ
欠
典
ト
云
サ
ル
ヲ
得
誘
之
今
馨
内
莫
区
ヨ
蒋
種
生
徒
弐
名
弊
晴
講
咽
蝿
宛
ヲ
召
募
シ
親
シ
ク
該
院
教
師
レ
ゥ
エ
ン
氏
二
就
テ
薫
陶
ヲ
受
ケ
教
科
ヲ
履
ミ
成
業
凡
ソ
三
四
年
ヲ
期
シ
其
特
診
証
書
ヲ
有
ス
ル
ニ
至
リ
テ
之
ヲ
各
区
二
返
遣
シ
一
ノ
支
病
院
ヲ
設
立
ス
ル
カ
或
ハ
自
ラ
開
業
セ
シ
メ
偏
ク
区
内
ノ
治
療
ヲ
管
主
セ
シ
メ
側
ラ
叉
有
志
ノ
者
ヲ
教
育
シ
漸
次
成
業
一・279一
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
第
二
節
　
長
崎
病
院
医
学
場
の
設
立
準
備
二
随
ヒ
僻
諏
寒
村
ト
モ
普
及
セ
シ
メ
衆
庶
医
沢
ヲ
被
ル
ニ
至
リ
自
ラ
衛
生
ノ
主
旨
ヲ
了
知
ス
可
キ
ナ
リ
然
ル
ニ
今
召
募
ノ
生
徒
五
年
ノ
後
成
業
ノ
目
二
至
テ
ハ
各
方
向
定
メ
或
ハ
東
行
南
遊
ノ
念
ナ
シ
ト
謂
ヘ
カ
ラ
ス
果
シ
テ
然
ラ
ハ
無
謂
束
縛
ス
ル
ヲ
得
ス
終
二
素
志
ヲ
空
シ
テ
其
望
二
任
セ
サ
ル
可
ラ
ス
ト
難
圧
若
シ
其
望
二
任
ス
ル
時
ハ
管
下
衛
生
ノ
挙
又
何
ヲ
カ
期
セ
ン
故
二
今
ヨ
リ
シ
テ
其
方
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
要
之
其
生
徒
ハ
毎
区
人
民
協
議
シ
テ
人
撰
シ
之
力
学
費
ヲ
資
ケ
其
復
帰
ノ
日
二
至
リ
其
使
用
年
限
ヲ
立
テ
定
約
書
ヲ
交
換
シ
年
季
中
他
二
転
遷
ヲ
許
サ
・
ル
ヘ
シ
故
・
其
入
学
中
要
ル
処
ノ
響
ハ
海
朋
凡
之
レ
ヲ
各
区
民
力
ニ
テ
支
消
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
今
管
内
拾
四
万
四
千
六
百
八
拾
九
戸
ノ
内
厳
原
ハ
既
二
派
出
病
院
ノ
設
ア
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
除
キ
拾
三
万
八
千
零
九
拾
九
戸
ノ
内
至
貧
拾
分
壱
ト
見
敬
シ
之
ヲ
除
キ
尚
残
リ
拾
弐
万
四
千
三
百
戸
ナ
リ
学
校
二
要
ス
ル
一
ケ
年
中
ノ
営
繕
及
ヒ
器
械
書
籍
代
生
徒
食
費
等
別
記
概
算
高
二
拠
リ
一
戸
三
銭
五
厘
ヲ
課
出
ス
レ
ハ
惣
計
金
四
千
三
百
五
拾
円
五
拾
銭
ト
ナ
ル
一
年
ノ
校
費
ヲ
償
フ
ニ
至
ル
然
ラ
ハ
則
僅
々
賦
課
ノ
故
ヲ
以
テ
費
ノ
人
命
ヲ
忽
ニ
ス
可
ン
ヤ
県
庁
叉
之
ヲ
施
行
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
ノ
急
務
ナ
リ
然
ト
錐
汗
官
之
ヲ
専
決
シ
テ
課
出
ス
可
キ
ノ
令
ヲ
下
ス
ニ
非
ス
其
急
務
タ
ル
ヲ
告
知
シ
テ
以
速
二
人
民
激
力
共
立
セ
ン
事
ヲ
要
ス
ル
而
已
或
日
ソ
今
ヤ
維
新
創
業
ノ
際
課
出
多
端
ナ
リ
病
院
ノ
如
キ
ハ
暫
ク
後
日
ヲ
待
ニ
ト
決
シ
テ
然
ラ
ス
夫
レ
人
一
朝
病
二
患
ル
時
ハ
壮
者
モ
起
臥
ヲ
能
ク
セ
ス
之
レ
ヲ
忽
ニ
セ
ハ
或
ハ
貴
重
ノ
人
命
ヲ
損
シ
或
ハ
廃
人
ト
ナ
ル
衆
ノ
知
ル
所
ナ
リ
然
ラ
ハ
良
医
ヲ
需
サ
ル
可
ラ
ス
其
費
用
ヤ
一
戸
年
三
銭
余
ニ
シ
テ
実
二
僅
々
之
ヲ
約
ス
レ
ハ
一
　
日
ノ
飲
食
中
ニ
モ
生
ス
ヘ
シ
況
ヤ
又
稼
業
上
幾
多
ノ
余
力
ヲ
尽
サ
ハ
其
　
之
レ
ニ
充
ツ
ル
ノ
費
度
ハ
容
易
ニ
シ
テ
弁
ス
ヘ
シ
一
身
ノ
危
急
ヲ
想
ヒ
　
衛
生
ノ
欠
可
ラ
サ
ル
ヲ
察
知
セ
ハ
決
シ
テ
難
事
二
非
ラ
サ
ル
ナ
リ
区
戸
　
長
二
於
テ
精
々
主
旨
ノ
在
ル
処
ヲ
察
知
シ
学
資
課
出
方
法
並
特
種
ノ
撰
　
二
充
ツ
ヘ
キ
生
徒
ト
モ
懇
二
人
民
ト
共
議
ヲ
悉
シ
学
資
課
出
方
法
見
込
　
並
生
徒
人
名
共
一
区
限
取
調
可
申
出
候
傍
之
教
科
並
学
則
等
相
添
此
段
　
相
達
候
事
　
　
　
明
治
九
年
三
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
令
　
宮
川
房
之
　
さ
て
、
こ
の
翌
二
十
九
日
に
長
崎
に
お
い
て
、
島
原
、
大
村
、
五
島
、
諌
早
方
面
の
各
区
戸
長
が
徴
兵
に
関
し
て
会
合
し
た
際
、
医
学
校
設
立
の
費
用
等
に
つ
き
審
議
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
詳
細
に
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
小
会
議
を
開
い
た
。
そ
の
際
、
こ
の
医
学
校
設
立
費
用
の
一
切
並
び
に
生
徒
の
食
料
等
は
管
内
全
戸
数
に
割
賦
を
し
て
こ
れ
に
充
て
る
と
い
う
件
に
つ
い
て
、
そ
の
人
戸
の
多
い
甲
区
は
人
戸
の
少
い
乙
区
の
費
用
ま
で
償
補
す
る
形
に
な
り
、
も
し
、
甲
区
の
人
民
に
そ
れ
に
対
す
る
苦
情
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
制
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
且
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
区
の
状
態
に
よ
っ
て
、
生
徒
を
増
員
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
医
学
校
設
立
に
要
す
る
経
費
と
、
生
徒
一　280一
の
食
料
分
と
し
て
要
す
る
経
費
と
区
別
を
立
て
、
そ
の
校
費
に
属
す
る
分
は
各
管
内
全
戸
数
に
課
出
さ
せ
、
そ
の
生
徒
の
食
料
等
に
属
す
る
分
は
そ
れ
ぞ
れ
一
区
限
り
の
課
出
と
定
め
た
な
ら
ば
、
生
徒
増
員
の
件
も
そ
の
区
の
事
情
に
よ
っ
て
適
宜
な
処
置
も
採
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
叉
、
賦
課
の
方
法
も
自
然
と
穏
当
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
決
議
に
な
っ
た
。
こ
の
決
議
は
先
の
乙
第
七
十
八
号
に
対
す
る
島
原
、
大
村
、
五
島
、
諌
早
方
面
各
区
戸
長
の
具
申
書
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
受
取
っ
た
長
崎
県
で
は
、
四
月
十
三
日
よ
り
こ
の
問
題
を
再
審
議
し
、
翌
十
四
日
に
そ
の
決
議
が
成
り
、
乙
第
八
十
八
号
を
以
て
、
厳
原
を
除
く
県
下
各
区
々
戸
長
に
対
し
、
医
学
校
設
立
の
費
用
賦
課
に
つ
い
て
県
の
立
場
を
説
明
し
た
。
即
ち
、
医
学
校
の
営
繕
・
書
籍
・
器
械
費
並
び
に
教
員
給
、
生
徒
の
食
費
と
も
、
厳
原
を
除
く
全
管
内
十
二
万
四
千
三
百
戸
に
割
賦
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
変
更
す
る
旨
を
達
し
た
。
　
「
明
治
九
年
、
学
務
課
事
務
簿
、
管
内
達
並
布
達
、
全
」
に
よ
っ
て
乙
第
八
十
八
号
（
十
四
日
付
）
、
達
を
次
に
示
そ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厳
原
ヲ
　
　
　
　
按
各
区
々
戸
長
除
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厳
原
ヲ
除
キ
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
第
一
大
区
至
三
十
大
区
々
戸
長
へ
　
本
年
三
月
県
庁
乙
第
七
十
八
号
を
以
相
達
候
医
学
校
設
立
云
々
之
内
費
　
用
賦
課
之
儀
ハ
該
校
営
繕
書
籍
器
械
並
教
員
給
生
徒
ノ
食
料
ト
モ
総
テ
管
内
鞭
ヲ
＋
芳
四
千
三
百
戸
二
割
賦
ノ
積
－
致
置
候
処
其
穣
兵
　
ノ
議
二
付
島
原
大
村
五
島
諌
早
筋
ノ
区
戸
長
等
出
崎
申
立
ノ
次
第
モ
有
　
之
斜
酌
之
上
右
費
用
ヲ
ニ
途
二
分
チ
営
繕
書
籍
器
械
並
教
員
給
等
其
校
費
二
充
ツ
可
雰
金
千
七
璽
＋
七
円
ヲ
全
ク
管
内
ノ
戸
数
二
課
缶
臨
瀬
其
生
徒
・
係
ル
食
料
笠
柚
鷹
鍬
円
五
＋
銭
・
其
区
限
　
ノ
課
出
と
改
定
ス
就
テ
生
徒
人
員
ノ
如
キ
ハ
一
区
二
名
ノ
外
と
難
モ
各
　
区
ノ
情
態
二
因
リ
増
加
ス
ル
モ
差
支
無
之
候
尤
増
員
ノ
生
徒
ハ
当
分
校
　
舎
ノ
都
合
有
之
候
二
付
便
宜
外
宿
等
ニ
テ
通
学
可
為
致
候
条
此
段
為
心
　
得
更
二
相
達
候
事
　
　
　
明
治
九
年
四
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
令
　
宮
川
房
之
代
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
参
事
渡
辺
　
徹
　
即
ち
、
医
学
校
費
用
中
、
営
繕
・
書
籍
・
器
械
及
び
教
員
給
等
、
そ
の
校
費
に
充
て
る
べ
き
分
（
千
七
百
三
十
七
円
）
は
全
て
管
内
の
戸
数
に
応
じ
て
一
戸
に
つ
き
一
銭
四
厘
の
割
で
課
出
さ
せ
、
生
徒
の
食
料
等
（
一
人
に
つ
ぎ
、
一
ケ
年
四
十
八
円
五
十
銭
）
は
そ
の
区
限
り
の
課
出
と
改
定
し
、
各
区
の
事
情
に
即
応
し
て
一
区
二
名
以
上
に
な
っ
て
も
差
支
な
い
と
い
う
こ
と
を
達
し
た
の
で
あ
る
。
一　281＿
第
二
節
　
長
崎
病
院
医
学
場
の
設
立
準
備
　
こ
う
し
て
医
学
校
設
立
準
備
を
厳
原
を
除
く
各
区
の
協
力
の
も
と
に
進
め
て
い
た
県
第
一
課
及
び
第
五
課
で
は
、
五
月
九
目
に
至
っ
て
漸
く
長
崎
医
学
校
の
校
舎
の
修
繕
が
完
成
し
、
書
籍
器
械
類
も
そ
れ
ぞ
れ
整
頓
で
き
た
の
で
、
一
目
も
早
く
入
学
許
可
を
達
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
同
月
十
一
目
付
で
十
二
日
に
各
区
に
宛
て
、
乙
第
百
八
号
を
布
達
し
た
。
　
（
「
明
治
九
年
、
学
務
課
事
務
簿
、
管
内
達
並
布
達
、
全
」
）
鋲
虻
号
　
　
　
各
区
々
戸
長
漿
ヲ
　
医
学
校
設
立
各
大
区
生
徒
徴
募
ノ
儀
二
付
県
庁
乙
第
七
十
八
号
同
乙
第
　
八
十
八
号
ヲ
以
テ
相
達
シ
置
候
趣
モ
有
之
候
処
爾
来
校
舎
修
繕
並
書
籍
　
器
械
等
整
頓
致
候
二
付
来
ル
六
月
十
日
迄
二
入
学
差
間
無
之
候
尤
費
用
　
及
ヒ
生
徒
撰
択
等
ハ
各
区
人
民
協
議
ヲ
悉
シ
本
月
十
五
日
限
可
申
出
筈
　
二
付
尚
ホ
評
議
中
ノ
都
合
ト
相
考
候
工
托
既
二
校
舎
並
書
籍
器
械
等
右
　
ノ
順
序
二
相
運
候
上
ハ
現
今
急
務
ノ
医
術
一
日
モ
之
ヲ
稽
緩
二
措
ク
可
　
カ
ラ
サ
レ
ハ
各
区
二
於
テ
夫
々
詮
議
相
整
へ
右
期
限
二
従
ヒ
速
二
入
校
　
為
致
候
様
取
謀
可
申
此
段
予
メ
相
達
候
事
　
　
　
明
治
九
年
五
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
令
　
宮
川
房
之
代
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
参
事
　
渡
辺
　
徹
　
五
月
十
二
日
、
各
大
区
よ
り
撰
択
徴
集
し
た
医
学
校
の
入
学
も
順
序
よ
く
決
定
し
、
医
学
校
も
諸
事
万
端
整
頓
さ
れ
て
行
っ
た
が
、
追
々
他
の
府
県
や
管
内
各
区
か
ら
撰
択
生
以
外
の
入
学
志
願
者
が
で
て
来
た
。
然
し
ま
だ
医
学
校
の
校
舎
が
狭
小
で
あ
り
、
撰
挙
生
以
外
の
志
願
生
ま
で
寄
宿
舎
に
収
容
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
外
塾
を
借
用
し
て
通
学
生
を
収
容
す
る
べ
く
、
通
学
心
得
概
則
（
県
庁
甲
第
七
十
六
号
別
紙
）
を
県
第
一
課
及
び
第
五
課
で
審
議
し
、
撰
択
生
の
申
出
の
終
っ
た
十
五
日
付
で
、
甲
第
七
十
六
号
を
決
定
し
、
二
十
日
に
各
区
に
達
し
た
。
今
般
当
県
下
第
一
大
区
小
島
郷
病
院
構
内
二
於
テ
医
学
校
相
開
候
二
付
他
府
県
及
ヒ
管
内
区
鹸
菩
外
志
願
ノ
モ
ノ
ハ
褻
修
学
可
差
許
候
尤
当
分
校
舎
ノ
都
合
二
因
リ
寄
宿
修
業
ハ
難
相
成
候
間
追
々
生
員
増
加
ノ
機
二
至
リ
便
宜
外
塾
ヲ
モ
取
設
候
筈
二
候
得
共
先
ツ
各
自
二
下
宿
ヲ
定
メ
通
学
致
ス
ヘ
シ
就
テ
右
志
願
ノ
モ
ノ
ハ
別
紙
概
則
ノ
通
リ
相
心
得
来
ル
六
月
十
日
迄
願
書
該
校
工
差
出
可
申
此
段
区
内
無
漏
布
達
候
事
　
但
教
則
ノ
儀
ハ
本
年
三
月
県
庁
乙
第
七
十
八
号
達
書
へ
添
工
相
廻
シ
　
ヲ
キ
候
通
リ
相
心
得
可
申
候
　
　
明
治
九
年
五
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
県
令
　
宮
川
房
之
代
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
参
事
　
渡
辺
　
徹
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九
年
五
月
　
県
庁
甲
第
七
十
六
号
別
紙
　
　
　
通
学
心
得
概
則
第
一
条
翠
讐
ハ
他
府
県
ノ
モ
ノ
ハ
笙
裏
管
内
媛
生
ノ
モ
ノ
ハ
第
二
裏
二
準
シ
謙
該
校
工
差
出
ス
ヘ
シ
　
　
第
一
書
式
用
紙
美
濃
　
私
儀
医
術
志
願
二
付
今
般
御
校
工
通
学
仕
度
御
差
許
被
下
候
上
ハ
御
　
規
則
等
堅
ク
遵
守
可
仕
因
テ
保
証
人
相
立
此
段
奉
願
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
何
府
県
族
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
当
県
第
何
大
区
何
小
区
何
村
町
何
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
何
某
方
寄
留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
　
　
　
某
　
　
　
　
年
号
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
齢
　
　
　
医
学
校
　
御
中
　
　
　
保
証
人
書
式
　
右
人
通
学
中
一
身
ノ
儀
二
付
私
引
請
可
申
候
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
第
何
大
区
何
小
区
何
村
町
何
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
住
居
　
士
族
或
ハ
平
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
　
人
　
　
何
　
　
　
　
某
　
　
　
第
二
書
式
用
紙
同
上
　
私
儀
医
術
志
願
二
付
今
般
御
校
工
通
学
仕
度
御
差
許
被
下
候
上
ハ
御
　
規
則
等
固
ク
遵
守
可
仕
此
段
奉
願
候
ナ
リ
　
　
　
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
何
大
区
何
小
区
何
村
町
何
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
居
　
士
族
或
ハ
平
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
　
　
某
　
　
　
　
　
年
号
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
齢
　
　
　
　
同
上
宛
　
　
　
　
　
前
書
ノ
通
相
違
無
御
座
候
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
戸
長
奥
印
　
第
二
条
願
済
ノ
上
住
居
或
ハ
寄
留
所
移
転
ノ
節
ハ
該
校
工
届
出
ベ
シ
　
第
三
条
　
通
学
生
徒
モ
本
校
教
場
二
入
リ
テ
ハ
一
般
ノ
規
則
ヲ
遵
守
ス
　
　
ル
モ
ノ
ト
ス
　
第
四
条
　
退
散
後
ハ
可
成
内
二
在
リ
テ
復
読
等
二
注
意
ス
ヘ
シ
　
第
五
条
　
修
業
年
限
並
授
業
約
束
等
ノ
儀
ハ
総
テ
教
則
ノ
旨
二
従
フ
ベ
　
　
シ
　
第
六
条
病
気
或
ハ
事
故
等
ニ
テ
昇
校
難
致
節
ハ
其
旨
書
面
ヲ
以
テ
屈
　
　
出
ベ
シ
　
第
七
条
外
出
等
ノ
節
濫
リ
ニ
酒
楼
或
ハ
遊
場
等
二
立
寄
ル
可
ヵ
ラ
ス
第
八
条
生
徒
受
業
料
ハ
他
府
県
及
ヒ
管
内
生
（
頻
膿
択
）
ト
モ
薔
　
　
月
同
五
十
銭
ト
定
ム
　
こ
こ
に
長
崎
病
院
医
学
校
の
設
立
準
備
が
漸
く
整
備
し
た
訳
で
、
他
府
県
及
び
長
崎
県
管
内
各
区
か
ら
撰
択
生
の
他
、
一
般
に
修
学
志
願
す
る
も
の
を
も
含
め
て
、
入
学
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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第
二
節
　
長
崎
病
院
医
学
場
の
設
立
準
備
　
こ
の
よ
う
に
整
備
を
急
い
だ
医
学
校
は
六
月
二
十
目
に
開
場
す
る
こ
と
と
な
り
、
六
月
九
目
、
長
崎
県
令
北
島
秀
朝
代
理
、
県
参
事
渡
辺
徹
は
、
乙
第
百
二
十
八
号
を
以
て
長
崎
病
院
医
学
教
場
へ
撰
択
届
出
に
つ
い
て
各
区
々
戸
長
に
宛
て
、
次
の
達
を
発
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
区
々
戸
長
　
県
下
第
一
大
区
小
島
郷
病
院
構
内
医
学
校
之
儀
長
崎
病
院
医
学
教
場
ト
　
改
称
本
月
廿
日
開
場
候
条
予
テ
相
達
置
候
各
区
撰
択
生
姓
名
至
急
申
出
　
可
成
十
八
日
迄
二
当
地
ヱ
罷
出
病
院
へ
届
出
候
様
取
計
可
申
此
旨
相
達
　
候
事
　
　
　
明
治
九
年
六
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
令
　
北
島
秀
朝
代
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
参
事
　
　
渡
　
辺
　
　
　
徹
　
さ
て
、
五
月
十
五
目
ま
で
に
各
区
撰
択
生
の
申
出
を
終
り
、
更
に
一
般
修
学
志
願
者
も
六
月
十
日
ま
で
に
願
書
受
付
を
終
っ
た
医
学
校
は
乙
第
百
二
十
八
号
に
よ
っ
て
六
月
九
目
に
長
崎
病
院
医
学
場
と
改
称
さ
れ
て
い
た
が
、
愈
々
六
月
二
十
目
に
は
開
場
式
を
挙
行
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
闘
治
．
九
年
前
半
期
の
衛
生
行
政
に
つ
い
て
触
れ
て
置
こ
う
。
一
月
九
日
及
び
十
二
目
の
府
県
衛
生
課
事
務
条
項
の
制
定
及
び
医
師
開
業
試
験
に
関
す
る
府
県
に
対
す
る
達
に
よ
っ
て
地
方
衛
生
行
政
の
整
備
を
進
め
て
い
た
内
務
省
で
は
、
三
月
三
十
一
日
に
公
立
私
立
病
院
設
立
伺
及
願
書
式
を
達
し
、
病
院
の
規
定
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
達
や
規
定
に
従
っ
て
、
長
崎
病
院
医
学
校
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
そ
し
て
四
月
五
目
に
は
娼
妓
徽
毒
検
査
方
法
を
施
設
さ
せ
、
同
月
十
二
日
に
は
種
痘
規
則
の
改
正
を
行
い
、
種
痘
医
規
則
を
制
定
し
た
が
、
五
月
八
日
に
は
衛
生
局
で
は
法
令
及
び
事
務
の
解
説
を
附
し
て
「
衛
生
局
雑
誌
」
を
発
刊
し
、
同
時
に
製
薬
免
許
手
続
を
達
し
て
、
製
薬
を
奨
励
し
、
製
薬
者
に
は
免
許
鑑
札
を
与
え
、
官
許
の
丈
字
を
つ
け
た
製
品
を
販
売
せ
し
め
た
。
更
に
同
月
十
八
目
に
は
天
然
痘
予
防
規
則
を
制
定
し
て
予
防
医
学
の
充
実
を
計
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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